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「異性装とパロディ―自己と文化の多様性」シンポジウム趣旨

本別冊は 2012 年 10 月 20 日に、北海道大学学術交流会館で開催された国際シンポジウム「異性

装とパロディ― 自己と文化の多様性」の記録である。北海道大学大学院共通授業科目「性差研

究入門」と連動してスタートした本シンポジウム・シリーズは、昨年度から、サステナビリティ・

ウィークの支援を受け、国際シンポジウムとして発展継続してきたものである。

今年で６回目を迎える本シンポジウムは、サブカルチャー的な実践としての「異性装」に焦点

を当てた。国外から２名の研究者を招聘し、国内外で高い関心を持たれている現代日本のサブカ

ルチャーの「現代」性、「日本」性、「（サブ）カルチャー」性を問いながら、同時に、日本固有の

歴史的文脈からも「異性装」を考察している。本シンポジウムの狙いは、今日のサブカルチャー

におけるジェンダーおよびセクシュアリティ表象の特質を、批評的に再検討することにある。サ

ブカルチャーという多様なジャンルとメディアにおいて、現実的な性役割分担や性差別からどこ

まで自由に表現することが可能なのか、あるいは「異性装」は抵抗の契機になるのかを考え、サ

ブカルチャーにおけるジェンダーおよびセクシュアリティ表象の可能性と限界性を追求したいと

考えている。
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ベルサイユのばらと 
1970 年代における少女漫画の発展

デボラ・シャムーン
シンガポール国立大学

こんにちは、シンガポール大学のデボラ・シャムーンと申します。今日は英語で発表させてい

ただきます。パワーポイントも英語です。どうぞお許しください。今回ここに来ることができて、

皆様方の前でお話することをうれしく思います。私の発表の題名は、「ベルサイユのばらと 1970

年代における少女漫画の発展」となっております。少女漫画は、その特徴として濃密なビジュア

ルスタイル、そして大きな目、それから花に彩られた背景に特徴があります。どうしてこれが少

女に受けるのでしょう。これはどこから来たのでしょう。そして、どうしてこのように両性具有

的なキャラクターが、そしてホモセクシャルなロマンスの話が多いのでしょうか。

今日、私は、少女漫画の歴史について、そしてその歴史が 1920 年から 30 年代の少女雑誌から

始まっていることを話したいと思います。このジャンルは幅広いので、30 分で話すのはちょっと

難しいと思われます。ですから、1972 年にヒットした池田理代子による作品「ベルサイユのばら」

について主にお話していきたいと思います。

少女漫画の特徴は、1970 年以前にもすでに開花しておりました。それは戦前の 1920 年代の少女

漫画に見られるものでした。戦前の少女雑誌の中での話の語り方や内容が現在も受け継げられて

いると思います。それは現実的な、異性的な愛を取り扱わずに、同性的な愛を取り扱という少女

雑誌の中の特徴です。

1970 年代に 24 年組といわれる少女漫画作家が華々しく登場しました。そして 10 代の読者を惹

きつけていきます。池田理代子もその中のひとりでした。そして、24 年組の作家たちは政治やセ

クシュアリティ、そしてキャラクターの心理的な発展を取り扱おうとする意図を持っていました。

ほとんどの人は、1953 年の手塚治虫の『リボンの騎士』が一番最初の少女漫画ではないかと考え

る傾向があります。これも大変ポピュラーな作品で、そしてこの作品では少女漫画の中でのジェ

ンダーの取替えというものが取り扱われていました。しかしもっと大切なことは、手塚のこの少

女漫画の特徴は、1970 年代に現れる漫画とは異なるということです。1970 年代には、少女時代の

かわいい文化が盛んになる時代でした。24 年組は 1920 年代、30 年代の少女雑誌から影響をうけ

ています。このような雑誌は、大きな星に満ちた目、それからほっそりとした体つきの少女を載せ、

そして同性愛的なものを持っていたということで、70 年代からの少女漫画と共通の傾向を持って

おります。

『少女倶楽部』、『少女画報』という雑誌が少女文化を表していました。これは小さな限定された

少女の世界を表していました。20 年代と 30 年代は、少女たちは結婚まで男性と接触はありません
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でした。この時代に男性とデートすることはなかったのです。ですから、この時代の雑誌の中で

描写されているのは、女性同士の友情です。大変に綿密な友情をベースとしています。でもこれは、

現代のレズビアンという見方には当てはまりません。セクシュアルなオリエンテーションという

よりは、異性との愛が禁じられていた時代に、その前にあるものとしての女性同士の関係が描写

されていたのです。また 1920 年代には、この関係はＳリレーションシップ、Ｓ関係と呼ばれてい

ました。この言葉がどこから来たのか、はっきりとしませんが、おそらくＳという言葉は、英語

のシスターから取られているものだと思われます。

日本の戦前社会は、女の子たちのそのような関係には寛容ではありましたが、それは同じ社会

的グループの間における関係でした。それは女学校における関係で、そしてまた 2 人の女の子が、

双方ともに女の子らしい外見を持っておりました。そして当時の性科学者も、教育学者もそのよ

うな関係を普通だと考えておりました。これは、同性同士の愛情であるだけではなくて、同じよ

うな格好をして同じように話している少女たちの間の愛情でした。この絵を見たら分かるように、

この女の子たちは 2 人とも同じような格好をしています。同じようなセーラー服を着て同じよう

な状態です。この女の子の雑誌の中で 2 人の女の子は、2 人とも女の子らしく見えているだけでな

くて、同じように見えているのです。愛情を与える相手の女の子も同じような格好をして、同じ

ようなスタイルである 10 代の女の子だということがこの時代の特徴です。そして成長する前の関

係を表しています。これは、美的感覚からも同じような女の子の間の関係を表しています。

これから 3 つ紹介します絵も戦前の女の子の典型的なものです。これらは高畠華宵、蕗谷虹児、

中原淳一の絵です。このイラストレーションは 2 人の女の子を表しております。これがＳリレー

ションシップ、Ｓ関係の女の子たちを表した絵です。また、この女の子たちは、目が大きくまつ

毛が長い状態で描かれています。1950 年代の少女漫画のアーティストでは、例えば高橋真琴など

がこのような描写を引き継いでおります。

少女漫画は、戦前の雑誌から物語のスタイルを取り入れました。これは内的な感情を取り込む

という手法です。この戦前の少女雑誌を取り込んだ中に、吉屋信子の小説があります。これは女

性の友情を書いたもので、少女漫画に大きな影響を与えました。彼女の大変際立った文体、そし

てノスタルジックで詩的な描写は、純粋な少女の表現法として読者に歓迎されました。この物語

スタイルは、詩的なものでした。少女漫画は、このようなスタイルをキャラクターの表現として

採用していったのです。この物語のスタイルは、少女漫画の特徴となっています。大きな目、ほっ

そりとした体は、中原氏のイラストレーションの影響を受けたものです。

さらに、1970 年代初頭に大きな革命がありました。それはメインキャラクターの内面を表現す

るということです。大塚英志は、モノローグを使い始めたことが、少女漫画と少年漫画をはっき

りと分けたと言っています。少年漫画ではアクション、行動が第一ですが、少女漫画ではモノロー

グが中心となっています。キャラクターのモノローグは、吹き出しの外に語られることが多いです。

そのようなやり方で読者はキャラクターの感情を推しはかることができるのです。

他の 24 年組の発明としては、コマ割りの工夫があります。またそれに加えて白いスペースを使

い、セリフに関しても工夫をこらしました。そしてコマがばらばらになるように描かれ、その中

では、キャラクターがコマの中に浮いているようにみられます。これは感情を基にした物語であり、

行動を基にした物語でないので、ムードを確立させるため、このようなコマ割りになっているの
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です。感情的な表現が、背景の花などで表されております。これが直線的ではなく夢であるよう

な効果を生み出し、この物語の雰囲気にも合い、そしてキャラクターの内的な精神状態を表して

います。

戦前の雑誌とは違って 1970 年代の少女漫画では、異性愛を描写することは禁じられていません

でした。少女漫画を研究している学者の藤本由香里によりますと、1970 年代の漫画の中では、女

の子が自分たちの自己を男の子との結びつきにおいて確立させていったといいます。全然もてな

い、ドジな、魅力的でない女の子が男の子と結ばれることによって自分の自我を確立していくの

です。自分を男の子に与えることによって、男の子と結びつくことによって、自分を確立してい

くという物語が多くなります。これを藤本氏は恋愛の罠と呼んでいます。

そして自己主張の強いキャラクターを造るために、作家たちは違う方法を生み出していきまし

た。1970 年代には、ボーイズラブが中心となってきました。お互いに似通った男の子同士がお

互いに愛情を抱くというお話です。主人公が女の子でなく男の子であることによって、女の子は

脅威を感じずに読んでいくことができます。異性愛の危険を考えずに、実際に愛にのみ集中して

いくことができるのです。松井みどりは、ＢＬ漫画の中の少年のキャラクターが女の子に似てい

ること、そして女の子が同一視できることを指摘しています。このようなキャラクターは全部男

の子ですが、これらの物語の中の男の子の関係は、戦前の女の子同士の関係と似ております。Ｓ

関係が男の子同士の関係にシフトしていったのです。これは戦前の価値観による制限からの解放

を表しています。しかしこれらは同時に少女文化と結びついた少女の感情・美的感覚を受け継い

でいます。女の子の話を男の子の話として代用することによって、性的にはっきりとした物語を

作り出すことができます。竹宮恵子は、もし男の子と女の子の恋愛関係だったら読者は喜ばない、

と言っています。というのは、男の子と女の子の恋愛関係では、あまりに現実的すぎて、妊娠す

るとか結婚するとかという現実的な話になるからです。でも、もし男の子 2 人の話なら、愛とい

う面だけに話を集中させることができるのです。特に、少年の愛というものは、宝塚もそうですが、

中性的なもの、そしてファンタジーに集中しています。マクレーランドは、ボーイズラブについ

て書いている学者ですが、このように書いています。

「ボーイズラブは、毎日の現実から逃れることができる想像的な遊び場である 1。」

読者である女の子が登場人物の男の子に自分を同一化することは、女の子にとって、エロチシ

ズムにアクセスし、そして男の子との関係についての感情を表現し読み取っていくための力強い

ツールとなりうるのです。

「ベルサイユのばら」は 1972 年 4 月から 1973 年 12 月まで連載されました。これは 1970 年代の

少女漫画家の池田理代子によって描かれました。小学生から高校生までの読者層を獲得すること

を意識して描かれていました。この作品は、最初はマリー・アントワネットの伝記として始まり

ます。それが、革命前夜を舞台とした、もっと複雑な長い物語にとなっていきます。ファンはベ

ルサイユのばらを直ちに気に入り、空前のベルばらブームが生まれました。1970 年代のこのブー

ムは、今までに見られないものでした。ファンはフランスのもの、そしてこの漫画に結びつくも

のは、何でも吸収しようとしました。このようなフランス革命を基にした話が、なぜ女の子の心

1… McLelland,…Mark.…"Why…are…Japanese…Girls'…Comics…Full…of…Boys…Bonking?"…Refractory: A Journal of 
Entertainment Media.…4…Dec…2006.…
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を捉えたのでしょう。豪華なロココの設定と舞台が女の子の心を虜にしたと同時に、これは対等

な関係の 2 人の異性愛を描写している漫画です。しかし、池田が取り上げたこの物語形式は、異

性愛のロマンスを少女漫画の中で描写することの限界も示しています。

池田はこの物語を書き始めた時は 24 歳でした。そしてマリー・アントワネットの伝記を描くと

いうアイディアを最初に編集者に言った時には、編集者から反対されました。その結果、池田は

この物語の連載を続けるために、ファンからのフィードバックを大切にしました。そのため、こ

の物語は連載の途中で話が変わっていきました。若い漫画家である池田が成長していくにつれ、

そして読者からのフィードバックを受けつつ、変わっていったのです。連載中にプロットが発展

していき、そうして男性のような姿をし、男性のようにふるまう女性というキャラクターの物語

の中にファンのフィードバックが活かされていったのです。

この物語はマリー・アントワネットの伝記としてスタートしました。池田は歴史的な詳細を、

高校時代に読んだ 1933 年のステファン・ツヴァイクの小説、「マリー・アントワネット」に感銘

を受けて描いています。そのため、マリー・アントワネット自身の様々なディテールを盛り込ん

でいます。例えばスウェーデン貴族のハンス・フェルゼンとのロマンスも描いています。十代の

アントワネットは、どこにでも描かれている少女漫画の明るい女性と同じような感じであすが、

エキゾチックな設定、豪華なコスチューム、そして丁寧な言語が少女漫画の読者の注目を浴びま

した。ベルばらの読者は、ロマンスを期待していましたが、ストーリーには社会性、性に関する

深刻な問題も盛り込まれています。

物語が進むにつれてアントワネットは、やがて、男装した女性であるオスカル・フランソワ・

ド・ジャルジェの影に隠れるようになりました。オスカルは架空の人物で王妃の近衛兵の隊長で

す。池田は、男の軍人を描くことに不安があったので、オスカルを導入したのです。オスカルは、

ジャルジェ将軍の女ばかりのきょうだいの末っ子に生まれて、跡継ぎがいないために男の子とし

て、軍人として育てられました。彼女は男の子のように振舞いながら、性別は秘密にされていま

せんでした。登場人物はすべて、彼女が女であることを知っています。オスカルの方がアントワ

ネットよりもはるかにカリスマ性があり、洗練されていました。

池田は、オスカルを通して異性愛、そして性の役割を描きました。池田は最初は、アントワネッ

トが処刑される直前に彼女の世話役だったロザリー・ラ・モリエールという実在の人物を、オス

カルとの恋愛の相手として考えていました。しかし、ロザリーはあまりファンに人気がなかった

ために、徐々にロザリーの重要性が欠けていきました。その結果、ファンのフィードバックをベー

スに、オスカルの恋愛は当初の予定から変化していきました。

オスカルの異性愛は最初のうち、失敗に終わっています。男性たちが彼女を性をもたない同僚

として認識していたからです。読者がずっと前から知っていたように、オスカルの真の恋愛対象

は、アンドレ・グランディエでありました。彼は、幼少期からのオスカルの相棒でした。ところ

が池田は、アンドレをオスカルの恋人役として導入したのではないと言っています。しかしなが

ら、ファンのフィードバックをベースにアンドレをオスカルのパートナーとして描き始めていま

す。アンドレがオスカルの恋愛対象に変わったのは、彼が髪の毛を切ってからです。そして 2 人

が似た主人公となっていきます。彼らは、同じ洋服を着て同じへアスタイルをすることで、似た

もの同士になってきます。しかし、オスカルはアンドレのことを自分の影と言っています。その
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時、オスカルはアンドレに対する愛を認めています。そして、この 2 人は、自分たちを神話の双子、

カストルとポルックスになぞらえています。この「似たもの同士」という関係は、オスカルとア

ンドレ以外、例えばアントワネットとフェルゼンには応用されませんでした。この二人はそれぞ

れ男性らしさ、女性らしさを保っていました。アントワネットとフェルゼンは、それぞれ独自の

容姿を保っています。

アンドレがオスカルの理想の恋愛対象となったのは、身体的に似ていたこともありますが、男

らしさを抑えられていたという理由もありました。彼は低い階層の出身です。ジャルジェ家の召

使という立場でした。オスカルはアンドレに対して、通常は命令を下しているか、無視している

かでした。二番目に重要なのは、ロマンスはアンドレが目を負傷してからだということです。後半、

アンドレは失明してしまいます。その障害によって彼らは互いに依存する関係になります。オス

カルとアンドレの恋愛が完全に成就した頃に彼は失明してしまいますが、これは彼が男らしさを

失ったことの象徴でもあります。

アンドレの苦悩は、オスカルから注目されないということにありました。アンドレはオスカル

が共和主義政治に興味を持っているのを知り、ルソーの本を読みます。哲学の作品よりも、恋愛

小説「ヌーベルエロイーズ」を読み、貴族の女性と平民の間の禁じられた恋に自分を見てしまい

ます。そして、それにひどく動揺しています。後半では、オスカルは政治的な問題に関わってい

きますが、アンドレは報われることがない恋愛に悩むようになります。そして、読者もこれを自

己と同一視するようになります。松井みどりも、この同一視について述べていますが、読者はロ

ザリーとは自己を同一視せず、アンドレと同一視することは興味深いことです。

オスカルとアンドレの関係は異性の関係ですが、オスカルとアンドレは身体的にも象徴的にも

似ています。そして戦前の少女漫画にも、戦後の少女漫画にも似ているのです。「恋愛の罠」は藤

本由香里によれば、男性、女性の性の役割です。これは、ベルばらではオスカルが女性の美を抑

えることなく自分の真のパートナーと恋愛関係になっていくということです。

オスカルは、アントワネットの前に死ぬことになりますが、インタビューの中で、池田はアン

ドレとオスカルの死後、読者の数は減少して、フランス革命期の物語をさらに書くという意欲は

持っていたものの、それは叶わぬ願いになったと言っていました。この物語は、アントワネット

の処刑で幕を閉じますが、最後のところでは、1810 年にスウェーデンのフェルゼンが民衆に踏み

倒されて殺されたことが描かれています。アントワネットとフェルゼンがスウェーデンの王族の

ライバルであったということで、そのような結末になりましたが、これでこの漫画が大人を対象

としたものに育っていることが分かると思います。当初のベルばらは子ども向けの漫画であった

こと、そしてオスカルの重要性が増してきたことによって、少女漫画が、子供対象の漫画から大

人対象の漫画に進化したと言えると思います。

ベルばらは少女漫画というジャンルではありますが、政治的な精神的な大人用のロマンとして

描かれています。オスカルとアンドレのベッドシーンもありましたが、これが少女たちに非常に

大きな影響を与えました。そのシーンの影響について、藤本由香里は「かくして、﹁オスカルとア

ンドレのようなセックスがしたい﹂ が、私たちの合言葉となった。当時の女子中・高生のセック

スイメージをこのマンガが決めてしまったのである 2」と述べています。そして、オスカルとアン

2… 藤本由香里『私の居場所はどこにあるの？―少女マンガが映す心のかたち』学陽書房 1998 年、47-48 頁。
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ドレの関係は性を逆にして生きたということが主要な要素となっています。

この当時のファンは、池田にアンドレとオスカルをまた生きかえらせて欲しいと願っていまし

たが、それは叶いませんでした。1970 年代には、宝塚でベルばらを上演しています。この宝塚

バージョンは、物語のプロットを変えていますが、オスカルとアンドレのロマンスは残っています。

ベルばらは宝塚のために描かれたものではありませんが、宝塚と少女漫画は、中性を中心に描か

れています。高山英男は、70 年代の少女文化の歴史が分かる宝塚の男役のみがオスカルの役割を

ふさわしく演じられる、というコメントを残しています。

現代の少女漫画には、様々なジャンルの派生形がありますが、女性の漫画アーティストは、少

女たちに自らのアイデンティティを探求する機会を与えています。戦前の少女文化が、吉屋信子

の美文にあるような少女についての語りや、抒情画にみられるような美学を発展させていたがゆ

えに、戦後、少女マンガというジャンルが存在しえたのではないでしょうか。女性の漫画家や読

者に対して、ジェンダーの交換が問題になっていますが、その他のジェンダー・クロッシングに

関しましては、様々な作家が男の子の愛を、そして少年漫画の要素を取り入れています。同時に、

少女漫画は美の表現として大きな目、コマのアレンジメントを工夫しています。このような少女

漫画がメインストリームにどんどん登場してきています。そして、アニメ、テレビなどにも登場

してきて、広く人気を得ています。少女漫画は、様々な読者を得て、日本以外にも輸出されてい

ます。

1970 年代の少女漫画、例えばベルばらは、英語には翻訳されていません。少女のメディア、日

本の女性の文化は、海外に輸出され、様々な海外の読者を持つことができると思います。少女漫

画は、アメリカにもファンを持っています。これは日本の性のあり方が違う文化でも受け入れら

れているということです。漫画の分野では 1970 年代に様々な探求がなされましたが、このジャン

ルが国内そして海外の読者の人気を保つかどうかについて、今後私たちは見守っていかなくては

ならないと思います。
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コスプレ、女装子、女の子らしさに対するパロディ
若年男性における女装という最新流行ファッションの変遷の探求

シャロン・キンセラ
マンチェスター大学

最初に、異性装者についてお話したいと思います。それから、男性が女性の格好をする心情な

どを話したいと思います。それから本物の女子高生を対象とした私の調査に基づいたことをお話

したいと思います。

調査を進めていったときに、街角でコギャルというものに会うことができました。この写真は

男の人ですが、コギャルの格好をしていました。この頃、様々な写真を撮りましたが、このよう

な写真を学会で使うことになるとは思っていませんでした。たまたまコギャルと遭遇したので、

この写真を撮ったのです。男性が、女子学生やコギャルに興味を持ったこと、そしてパロディの

形において異性装をすることは軽蔑的な表現になることがあります。例えば、これはコメディア

ンのゴリという人がテレビで演じていたゴリエというキャラクターです。2002 年のことです。と

ても面白いけれども、頭の軽いヤマンバのキャラクターです。ヤマンバとは、ギャルの一種です。

「ゴリエ」の出てくる水曜日の『水 10！』という番組は 8 チャンネルで放送されていました。これ

は、みんながゴリエの扮装をしているところです。2003 年には、ゴリエはカバーガールとして『Ｐ

ＯＰＴＥＥＮ』という雑誌に出ました。『ＰＯＰＴＥＥＮ』という雑誌は、日本の女子高生のファッ

ションリーダー的な存在の雑誌でした。ギャル向け雑誌と申しましょうか、ナンバー 1 雑誌でした。

そして、彼はこの中で女装してティーンエイジのギャルの格好をしています。そのようなセルフ

パロディの姿は、町の中でも見ることができます。これが、後のギャルのファッション、ガング

ロ、ヤマンバファッションの中に引き継がれていくのではないかと思います。さらにメディアでも、

1990 年代後半にギャル文化が発展し、ファッションの世界でも見ることができるようになってい

きます。現実の世界でも、このようなファッションが席巻していくことになります。これが文化

的なベンチマークとなったのです。

これは、2003 年に撮られた写真ですが、昔のことを振り返ってギャル先生という人が会話して

います。そしてこれは 2 人とも女の子ですが、どちらかというとパロディでこのような女の子の

格好をしていると思えます。

この女装をしている男性は宮台真司という人です。宮台の本は大変よく読まれていて、また彼

は尊敬されている社会学者です。彼は、女子高生のサブカルチャーについての権威で、『制服少

女たちの選択』という本を 1994 年に出版しました。また 1997 年には『世紀末の作法』という本

を出版しました。こちらで取り扱っているのは、この時代のファッションやマナーです。そして、

この中でコギャルの知識や振る舞いについて書いてあります。作者自身も女子高生の格好をして
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テレビに出たことがあります。自分の書いた本のパロディのような格好で出たのです。こちらの

写真を見ていただければ分かりますが、宮台氏が女子高生のコギャルの格好をしています。これは、

実際に男の人たちが女の子の格好をして出てくるシリーズで、『週間宝石』という雑誌の連載の一

部です。これは男性向けの雑誌でした。そして、この写真や他のテレビで見られる宮台氏のよう

に、彼らは、若い女の子、そして高校生と自分たちを同一視していたと話しています。自分が実

際に女子高生の格好をすることによって、ルーズソックスを履き、高校生の服を着ることによって、

自分が女子高生に同調し、また調和していると考えています。

また彼の『援交から革命へ』という本では革命についてはあまり書いていませんが、この本の

中で彼は― こういうことを言うのを許して欲しいのですが―「私が中学生の頃マスターベー

ションを始めた頃には、自分が女の子だと想像しました。そして、他の女の子から、あるいは他

の男の子からいじめられていると想像しながらマスターベーションをしました」と書いています。

そして、他の世界と切り離された女の子の視点から見た文化に興味を持った、とも彼は書いてい

ます。これは、社会の外側から物事を見ているという感覚です。男性が女子高生の格好をするこ

とは大変に興味深いことでもありますが、多くの人々が気づいているのは― デボラ・シャムー

ンがすでにこのことについてお話されましたが―女装、または異性装は、日本では 20 世紀の始

めに遡るということです。それらは川端康成や、竹久夢二等に見てとることができます。竹久夢

二の絵は少女漫画に大きな影響を与えています。また、戦後のダンスシーンにおいても大きな影

響がありました。パブリックスペースでなくて、小さな世界での影響です。

美輪明宏というシャンソン歌手がいます。また舞踏ダンサーの土方巽がいます。この 2 人

は、よく知られた異性装の例であると思います。他に現代の芸術家で異性装をしている人として

は、森村泰昌、会田誠がいます。2 人とも女装し、さらに自分たちの芸術作品を作り上げています。

20 秒だけこのクリップを見ていただきたいと思います。会田誠の映画です。すばらしい映画です。

会田誠は日本で大きな影響力のある芸術家です。およそ 10 年くらい前になりますが、会田誠のＤ

ＶＤがでました。こちらのＤＶＤです。

＜ＤＶＤ映像＞

これは会田誠の映画です。1950 年代のファミリードラマです。彼は母親役で出ていました。映

画の一場面を見ていただきましたが、この映画は女性の半生を描いたものでした。

これは、土方巽です。舞踏のパイオニアです。この方はよく女装して現れました。女装して舞

台を踏んだのです。

この中には、大変複雑なパフォーマンスがありました。これは、二つの間で揺れているという

状態です。女装を取り入れることと、家父長性の卓越を確立させることとの間。男性の制作者が

女性の役をすることによって、女性の役と家父長性的なものを表していました。

女の子の表現をすることとその表現を借りることが芸術家によって行われることによって、実

際の生物学的な女性の自己表現を妨げているのではないか。これは北米の思想家ジュディス・バ

トラーが強調しています。「ジェンダーは燃えている」という論文の中で彼女が言っているのは、

ジェンダーの役割は性質を変えることができるということ、そして、男性の異性装は、超記号的

なヘテルセクシャル、異性の性規範を再理想化することになるということです。彼女は『ジェン

ダー・トラブル』の中で、ジェンダーの間で揺れている、美しい男性のことを描きました。男性
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がジェンダー的に揺れているということ、そして異性装をすることが、自己を女性それ自体に置

き換えること、そして真似ることに結びつくのではないか。男性が女性の表現をすること、そし

て女性の体と衣装を身にまとうことは権力構造を支えることになります。それはどのような権力

かというと、日本の文化的なフェミニストである上野千鶴子氏が言うように、異性装の家父長制

度なのです。雑誌の中でも男性のそのようなスタイルが確立されています。湯山玲子が最近『女

装する女』という著書を現しました。その中で彼女が言っているのは、女性たち自身が女装しな

くてはならないということです。男性の目から見た女性のイメージに合わせるために、女性なの

に女装することに結びつくとしています。男の目から見た女性の姿を、女性の格好をすることに

よって作り上げていることになるのです。

日本の現代文化の異性装は、2000 年代の後半に盛んになりました。プロフェッショナルとして

成功したエンターテナー、アバンギャルドなアーティスト、バーのママさん、そういった方たち

が異性装をしてきたのですが、それが 2000 年代の後半に広まっていったのです。アマチュアの世

界にもそれが広がったことをこの写真が表しています。

男性が、かわいいグラマーな女の子に変身することについて話したいと思います。女装子とい

うのは、女の子の格好をした男の子のことです。これは 10 代か 20 代前半の男の子の女装子で

す。この現象については、まだ議論の余地があると思います。男性が、女性の格好をする、女性

の振る舞いをすることに、経済の不安定が関わっているのではないかということが、これから議

論されていくのではないかと思います。またイケメンという男の子ができました。杉浦太陽、藤

原ヒロシ、先に述べたコメディアンのゴリ、このようなイケメンの男性が異性装をするようになっ

たのです。また新しく、はるな愛、セレブの美容家であるＩＫＫＯさんなどが出てきました。彼

が杉浦太陽です。これがはるな愛、ＩＫＫＯさん。長島雄一郎は、2007 年にキックボクシングデ

ビューしたＫ－１のチャンピオンですが、コスプレをしています。そして、ボクシングのリング

でコスプレをしています。ハルヒは、彼の一番好きなキャラクターですが、彼はハルヒの格好を

してリングに上がります。

同時に新しいティーンエイジの異性装の男の子が出てきました。これはセクシュアリティとは

結びつかない女装です。TBS のバラエティ番組「学校へ行こう」で女性の格好をする「女装パラ

ダイス」というシリーズがありました。このシリーズは、2008 年から 2009 年の間に放映されまし

た。この中では、ごく普通の男の子が美しい女の子になりました。このコーナーの中では、男の

子が女の子に変身するのを、司会者やテレビタレントが隠し撮りします。ティーンエイジャーや

20 代のはじめの男の子たちが女装するのを映しているのです。この「女装パラダイス」の中では、

かわいい女の子として、渋谷の町を歩いていくのを映しています。それから 2 番目のチャレンジ

として、どのように女の子のように可愛らしくクレープを食べるかがあります。ＴＢＳによると、

女子高生のようにクレープを食べて女子高生の気分になるコーナーだということです。これは女

の子に変身するだけでなく、かわいい女の子に扮することによって男の子が楽しさを経験すると

いう番組になっています。

秋葉原を舞台としたオタク文化に「萌え」というものが起こりました。これは新しい、男性の

異性装文化とも繋がっています。2000 年代の中頃から異性装をテーマにした男性向け漫画が出て

きました。これらの新しい漫画は女装少年として知られるようになりました。少女のようにかわ
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いい、女の子のように見える、女性の格好をしている男の子の話です。少年コミックスが異性装

を扱うようになりました。また同人誌も異性装を扱った話が多くなりました。異性装やコスプレ

イヤーは同人誌のイベントで、「萌え」と口にして写真のためにポーズを取ったりするようになり

ました。

これは 2010 年の『処女はお姉さまに恋してる（おとめはぼくにこいしてる）』というゲームの

看板です。これは身体的に女性に近づくということです。少年漫画シリーズには、2003 年から

2010 年の間まで連載されていた『ゆびさきミルクティー』という作品があります。この漫画の内

容は、主人公の池田由紀が、デートに行ったお姉さんの代わりにモデルの仕事を行って、そのモ

デルの仕事が成功に終わった後、異性装に傾倒していくというものです。男性によって傷つけら

れた「水面（みなも）」という女の子が彼に恋をして、彼に異性装を続けるよう励まします。女

性装の時間がだんだん長くなっていくと、彼は次第にサッカーとか男の趣味を止めて、彼のスケ

ジュールを管理して女の子として生活する時間を長くしていきます。この話は、主人公の中で女

装することがいいのか、それとも女の子の後を追うのがいいのか、そのどちらにするのかという

ことです。

『ぼくらのへんたい』という漫画は 2012 年のものです。これは月間『コミックリュウ』という

少年漫画誌に出ています。とてもかわいい中学生の男の子が、女の子らしくして、化粧をしたり、

女の子の洋服を着たりと楽しむわけです。その中でお互いに性的に惹かれていくこともあります

が、彼はそれをきっかけに学校で男の子に恋をして、女の子のように女装するという方向に進む

のです。これは少年愛、同性愛に基づいた物語でもあります。「男の娘」、「女装子」という現象も

2006 年くらいからよく見られます。そして 2009 年、2010 年には、「東京化粧男子宣言」というコ

ンペがありました。男の子がお化粧をして女の子らしくする。ニコニコ動画では、こういった感

じの動画、他の類似するイベントも専用チャンネルとして存続しています。オタクカルチャー専

門のものです。2009 年にはニュータイプの異性装バーがオープンしています。これは秋葉原にあ

るものです。女装した男の子たちがステージの上で歌ったり、踊ったり、女の子らしく振舞うと

いうニュータイプのバーです。これはビジネスとして存在していますが、実は疎外された社会グ

ループでした。WEB サイトによれば、最近までコスプレのイベントでは女装禁止、つまり異性

装は禁止されていたということです。女装オタクがアンダーグラウンドであることは、ニュータ

イプバーの WEB サイトを見ても理解できます。このバーの営業時間は夜 11 時から朝 6 時までで、

一般社会の店とは別の時間に営業しています。オタクのバーも 2010 年 6 月に中野区でオープンし

ました。新しいオタクセンターですが、この店は夜 11 時から朝 8 時まで営業しています。

異性装は 16 世紀、ヨーロッパの中世の時代まで遡ります。マージョリー・ガーバーという学者

によるとこの時期の異性装は、売春に深く関係しているということです。彼女は、これは経済的、

社会的な生存の手段だったといっています。異性装は階級と性の境界線を曖昧にするものであり、

経済、社会の動きが、この時代に非常に危機的な状況をもたらしたので、この時期の個人は、固

定された自分の社会的、経済的地位から他の地位に移動するのに、女装、男装などをしたという

ことです。ヨーロッパの中世の時代には、そのようなこともあったかと思います。

しかし、現代の性別の越境をする男の子は、生き残るという生存のためにそうしたのでしょうか。

東京化粧男子宣言の WEB サイトにいきますと、彼らはいつも目標としてはモデルとか、タレント
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になりたいといっています。そして、そのために化粧をして、美しくなっていく必要があるので

す。プロフェッショナルではなく、コマーシャルなパフォーマンスをするためです。例えばデパー

トの店員でカリスマ性を持った女性がいて、そのカリスマ性を目標にして男子が女装する。これ

はその世界に入っていくため、自分をアピールするため、あるいは自分を売るために、女性とし

て機能するという目標があったわけです。

2008 年から 2010 年の間に、誰が最も女性らしいかを女装子と実際の女性との間で競い合うとい

うテレビ番組がありましたが、これなどは、女性に敵対しているように思われます。この時期は

杉浦太陽が異性装者として、月曜日の 11 時 15 分からテレビ朝日の『お試しかっ！』というバラ

エティに出演していました。女装している男性タレントと、本物の女性タレントのどちらがいいか、

100 人の一般男性たちが投票した結果、女装した男性のタレントが圧倒的に勝ちました。これはあ

まりにも男性側への投票が高かったということで、裏で仕掛けをしたのではないかと疑われまし

た。しかしユーモアも交えて可笑しいということは、これで女性よりも男の方がかわいくてセッ

クスアピールがあるということを立証したようなものです。二流の女優よりも、男性の方が女装

してかわいく振舞うことに長けていることを示したことになります。その上に女装子、コスメボー

イ、化粧男子宣言によると、かわいらしさ、アマチュアらしさ、女の子がニコニコ笑うようなか

わいさは 1980 年から 1990 年代に流行したポップアイドルにもとづくものです。山根一眞は、20

年前がかわいさの文化であった、つまり 1980 年代は女性の労働をエロチックに描いた時代だった

と言っています。女性労働者によるサービス、コミュニケーションの方法は、心理的にも非常に

セクシーであったと。そして、アマチュア主義。これはポルノ的にもテレビのエンターテイメン

トの番組でも、1980 年代のスタイルとして確立されていて、無能などこにでもいる女の子が生で

消費され、素人っぽい女の子のスタイルがエンターテイメントとして受け入れられていたという

ことでした。山根は、この素人らしさ、かわいい女らしさが売春と体を使って自分をアピールす

ることにつながっていると言っています。

化粧男子は、無能です。つまり、スキルがない、熟練していない、あるいは学歴がない。その

場合、彼らはどのようなスキルを獲得したら、経済的社会的に劇的に変動するこの時代で生きて

いくことができるのでしょうか。彼らはどのように努力したら生きていけるようになるのか、ま

たはスキルなしで生きていくことができるようになるのか。このごろは、会社に入社してもあま

り研修を受けることない時代のようです。ではどのようにしたら自分をアピールできるのか。就

職できるようになるのか。

このような可能性を考えて、私は女装カフェを訪ねてみることにしました。秋葉原の裏通りに

ある、駅から 10 分か 15 分くらいの薄暗い所にありました。非常に短期間で何か事務所のような

ものを模様替えしたような所でしたが、そこにいたメイドは、カピという名前の人で、札幌出身

と言っていました。札幌の人によろしくと言っていました。友達と遊んでばかりで学校に行かな

かったので、高校を中退した。ほとんどの人は高校を卒業するので、高校中退のカピ君はハンデ

を持ちながら生きて生活しているわけです。高校を卒業していないので、彼は就職活動で非常に

苦労すると思います。このような問題に答えを見つけていくのは難しいと思いますし、そのため

には非常に詳細な研究調査をしなければならないのですが、私にはそのような資格がありません。

しかし、その答えのヒントはあると思います。当初は豊かなオタク、独身貴族スタイルの消費者
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である人々がオタク市場を盛り上げており、秋葉原などの市場に出入りしていたという事実があ

ります。２ちゃんねるの元副管理人山本一郎は、著書である『ネットビジネスの終わり』という

本の中で、アニメ産業の困難は、二つの単純な原因にあると書いています。アニメを愛好してい

る人たちは、基本的には貧困者だということです。山本一郎の意見によれば、アキバ系オタクと

はアニメが好きな人で、コスプレ好きとオーバーラップします。このような人々は女装子のイベ

ントとかバーによく出入りする人々でもありますが、お金がない人々です。5 年間、このテーマを

扱ってきましたが、フリーター、派遣社員、契約社員は、2000 年代の市場では非常に弱い立場に

いる人々です。こういった人々は、パート、短期的な契約雇用にしかありつけない人々という枠

組みの中に入ってしまいます。このような非正規雇用の枠組みにはまってしまう男性は、国の発

表によりますと 50% です。2000 年代後半から 2010 年にかけては 50% にも上るということす。白派

瀬佐和子によりますと、家族を養う立場にある若い男性が定職につけない場合は、結婚できない

ということになります。バブルが崩壊した後の不況が、特に低学歴の男性をさらに就職難に追い

込んでしまっています。

ヨーロッパの中世の時代に戻りますが、マージョリー・ガーバーによれば、これは性別そのも

のではなく民族と階級の、社会変容の危機の核にある問題です。そして、彼女は、人々がこれを

見える形で異性装として表現していると言っています。このガーバーの本によりますと、ヨーロッ

パ中世の時代では、異性装は階級と性が合流するところにあり、それによって階級と性別を交換

できるのです。それを紹介して終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございます。
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男性読者の妄想と女性読者の妄想が出会うとき 
少年・少女マンガにおける異性表象

島本和彦
漫画家

皆様、島本です。よろしくお願いいたします。通訳の方すばらしいです。あんな早口をあのよ

うな速度で通訳する技術はすばらしいと思いますが、翻訳が大変だと思うので、くだらないギャ

グはあまり入れないようにして、話していきたいと思います。

皆さんは、今までの難しい話で頭をフル回転されたかと思うので、私は軟らかい話でいきたい

と思います。なぜ私がここにいて話をするのか疑問なところもありますが、文学部の押野教授に、

ぜひ漫画を描く者として話してほしいと言われました。パロディとは何か、異性装とは何か、そ

して異性装はパロディにあたるのではないか、その辺を中心に話していきたいと思います。

今の話を聞いてまして、なるほどと思ったところがあるのでそこを話させていただきます。う

ちの子供が高校に行っています。中高一貫校なんですが、中学に入ったときは男子校でした。そ

もそも男子校に入れようと思って、その学校に入れました。それが 1 年経ったら、共学になると

学校がいい始めました。それはもうしょうがない、学校がそういうならしょうがないけど、ひど

いじゃないのと思いました。ところで文化祭では劇があります。男子校のときには当然のごとく

女子がいない。そうすると女性役を男性が演じないといけない。これはさっきの話とシンクロして、

なるほどなと思ったのは、男性が仕方なくですが― 好きでやってるのかもしれませんが― 女

性を演じるわけです。それがいいんです。普通に男子校に行って劇を見て女性を演じる男を見ても、

そんなにいいどうか分かりません。しかし次の年から女性が入学してきました。そうすると、女

性のいるクラスでは女性の役を女の子がやるわけです。これと、男性が女の子役をやったのを比

べると、男性が女性役をやったときの方が何か気合いが入っていました。意識が違う。頑張りが

違います。これはちょっと面白いなと思いました。これは一つの力じゃないかなと思いました。女性

が入ってきて完全に男女の二つに分かれたものと比べて初めて分かったすごさだと思いました。

それから、もう一つ、キンセラさんの話を聴いて思い出したことがあります。1982 年のテレ

ビの戦隊もので『大戦隊ゴーグルファイブ』というものがありました。私はそれが大好きでした。

そのゴーグルファイブの時までは、男女が完全にきちんと分かれてなくて、オーバーラップして

いくような形になっていたと思います。戦隊ものの「ピンク」は、ゴーグルファイブの時は、変

身前は女性が演じていましたが、変身後はその気ぐるみの中に男性が入っていました。そして女

性らしく戦っています。それに変身前の「ピンク」を演じていた大川めぐみさんが「エイ」「ヤー」

「ピンクバトン、トォー」とかの声をあてています。それにあわせて、中に入っている男性が内股

で、肘を脇から放さないような感じでくねりながら美しく戦っています。これがまたいいんです。
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その時までは、それが普通でした。中に入っている男性の方がピンクを演じていて、普通でした。

その次の『科学戦隊ダイナマン』になったときに、ピンクの変身後のスタイルが違います。着ぐ

るみの中に入っていたのが女性だったのです。そうすると、腰がくびれていて、骨盤が大きくて、

見た感じも女性が入っていて完璧に近い。とうとうここまできたかと。中に入る人も女性という

時代がきたか、アクションをしてくれる女性が現れたかといって、満足度が高いのかと思いきや

―私の観点で話していますが―「あれ、女らしく戦ってない」。女らしくという言葉に問題が

あるかもしれませんが、女性的に動かない。普通なんです。中に女性が入っているから堂々と普

通に演技しています。戦いは普通に戦っていて、演技の中に女性らしさみたいなものをぶち込ま

ないわけです。ということは、今までゴーグルファイブを見てきた私たちにとっては、「おや、何

かもやもやするぞ」。ゴーグルファイブの時は、敵のモズーという怪獣に縄でぐるぐる巻きにされ

て倒れて、「助けて、レッド」とやるときの手がいいなぁと感じましたが、ダイナマンからそれは

なくなりました。ちょっと残念だな、と感じました。これが先ほどキンセラさんがおっしゃった、

男の子が演じた方がかわいらしいということだと思います。

私の本題は、パロディということなので、まず男らしさはどこから来ているのか、ということ

から入ります。漫画の歴史で考えると、1960 年代、70 年代から 1980 年代にかけて、一つの区切

りとして 1980 年代までの漫画の流れがあって、さらに 1980 年代から 90 年までの流れがあるわけ

です。80 年代に大きな境目がありました。私がデビューしたのが 1982 年で、出版社に応募した

のが 80 年。大体 80 年代を境にアニメも漫画もガラッと変わるような、変革があります。それは

何かというと、想像ではありますが、60 年代、70 年代を支えた方々が戦争経験者であることによ

るのではないかと思いますが、厳しさが違います。生活に死ぬか生きるかというところがあって、

セリフの中にリアルなことが入ってきます。『ウルトラマン』、『ウルトラセブン』、『帰ってきたウ

ルトラマン』あたりがそうですが、それ以降、何か緊迫感が欠けてきます。それを見ながら 80 年

代からプロになる私たちも、何を思ったか。当時の『巨人の星』に代表されるスポ根もの、つま

りスポーツ根性ものですが、『巨人の星』が大ヒットしたので、われもわれもと、あるいは東京

オリンピックの影響かも知れませんが、少女漫画にもスポーツ根性ものが流行りだしてきました。

そして「男とは何か」、「男らしく生きるとはどういうことか」を描きました。そして、梶原一騎

さんの描く男は、やはり他の追随を許さないというか、正直いってついていけないわけです。同

じ時代の漫画家が、今はスポーツ根性ものだ、男ものだ、と言ってもついていけないんです。男

の内容とは、男とは何なのか、男の中の男とは何なのかについて、誰も梶原さんについていけな

いのだが、売れるからそれを書かざるを得ないという中で、でもそれなりの生きるか死ぬかの世

界を経験してきた方々が、作品をぶつけてきたわけです。ただし、私たちの世代はそれが分から

ないので、それを描けと言われても描くことができない。不可能なんです。読んできたのは、『巨

人の星』の漫画版でありテレビ版であり、『あしたのジョー』、『キックの鬼』、『赤き血のイレブン』、

そういったスポーツ根性物の洗礼を受けてきて、こういうのを書かなければ男の漫画家になれな

い、ストーリー漫画家にはなれないという時代を経てきました。スポーツ根性ものではない、男

を描く漫画家の方といえば、本宮ひろ志さんです。本宮ひろ志さんの『男一匹ガキ大将』などは、

不良高校生とか、やくざの世界とか、そういったものを中心としたアウトロー的な世界、アウト

サイダー的な世界の中で、裏の力を使いながら政界にまでのし上がっていくという内容なので、
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非常に端っこでありながらど真ん中を描いているという描き方です。やはり男とは何かというと、

腕っ節が強くなければ男ではないし、生きるか死ぬかの血を流しながらやられっぱなしでいて男

かと、やられたらやり返せ、殴られたら殴り返せ、血を流したら流し返せみたいな世界、「目には

目を」みたいな、そんな世界でした。体中にダイナマイトを巻いて「これが見えねぇのか、てめ

えら」とか言って、「ウオー」みたいな、そんな世界は、私たちには描けません。私たちは、普通

に育ってきたというか、食べ物についても死ぬか生きるかというぐらいのひもじさを経験してい

ないですし、いろんな意味でハングリーさが足りないわけです。そんな中で、私たちがどうすれ

ば普通の男らしい漫画を描くことになるのかということについて、80 年代に選択を迫られてくる

わけです。

その 80 年代の時期にヒットしたのが『宇宙戦艦ヤマト』、『銀河鉄道９９９』、『キャプテンハー

ロック』などを描いた松本零士なんです。松本零士は、今までの漫画界に蔓延していた男の概念

を覆してくれました。どういうふうに覆したかというと、松本零士が描く男は腕っ節が強くない。

ケンカに弱い男、そして背も高くない、眼鏡をかけている、足が短い蟹股で、権力もない、金も

ない、女にもてない。でも自分は男だと言います。松本零士は、やられても歯を食いしばってい

るのが男、最後に笑うと自分を信じているのが男、泥の中にここまで埋まっていても、それでも

星を見ているのが男だ、という精神的なものに男を持ってきてくれたわけです。つまり、腕っ節

が強くなくてもいいんだ。これで私も含めて、オタクの少年たちはどれだけ助けられたか。漫画

の中で男の中の男というセリフは一生書けないと信じていた私たちが、その瞬間「描けるかもし

れない !」となったわけです。そして松本零士先生は、オタクでもありました。「オタクでありなが

ら男」ということを、この 70 年から 80 年に変わるときに松本零士先生は示してくれて、みんな

がそっちに乗っかりました。それで、その時期、アニメの SF では『宇宙戦艦ヤマト』から『超時

空要塞マクロス』に移っていきます。マクロスを作っているのは、私と同じ世代の人間です。だ

からあそこに乗ってるやつに男はいません。女の子たちばかりがキャーキャー言って戦艦に乗っ

ています。艦長も決して男らしくないです。ちょうど今、同じ時間にパルコでマクロスのイベン

トをやっています（編集注 : 本シンポが開催された当日に、札幌パルコでマクロスに関するイベン

トが開催されていた）。イラストレーターの天神さんとか美樹本晴彦さんが来ています。「マクロ

スのイベントをやっている裏でマクロスの悪口か」みたいな話ですが、悪口ではありません。同

じ時代の人間がつくっているから描かれているのが男でない。私は宇宙戦艦ヤマトの沖田十三が

大好きなのに、あのマクロスに乗っている艦長はなんだと。こんなやつの戦艦に乗れるかという

ことで、私はどうしてもマクロスの世界に入れない。マクロスがＳＦであることは分かる、バル

キリーは格好いい、マクロスもでかい。でも入れない。その理由はそこにあったのです。男らし

いということが、そこから失われているわけです。当然、私の漫画にも男らしさはあまりないわ

けです。それで何があるかというと、パロディ精神なんです。今までの 10 年間、テレビや漫画で

見てきた男というもののパロディが私たちの作品に表れてくるわけです。

70 年代の女装漫画といえば、私が思い出すのは永井豪の『おいら女蛮（スケバン）』という漫画

です。そのくらいしか思い出せないのですが。永井豪という漫画家が、女の子の裸を商業誌に載

せたということで人気が出た。手塚治虫先生なんかも「悔しい、俺だって描こうと思えば女の裸

はかけるのに、今まで禁止されていたから描かなかったのに、永井豪が裸を描いて受けるという
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のは、私は納得がいかない」と、言っていたと聞いたことがあります。では、永井豪の真似をす

れば誰でも人気が出るのか。女の子の裸を描けばいいのか、というと、決してそうではない。裸

が出たから永井豪の人気があるのではなかったのです。永井豪の人気の秘密は何かというと、永

井豪の漫画のキャラクターの女の子は、裸にされると「キャー、いやん、いやん」と言うことな

んです。隠すんです。とにかく必死になって隠す。「いやん、いやん」で隠すわけです。これがか

わいいんです。

では実際にこういう女の子がいるか。80 年代に野部利雄という漫画家がいます。野部利雄さん

は、『のぞみ♡ウィッチィズ』とかを描いています。野部さんは私よりも 1 年か 2 年早くデビュー

しています。野部さんのアシスタントが女の子が出てくる漫画を描いて、スカートをまくったら

キャーというシーンがあった。そしたら野部さんがアシスタントを呼びつけて、「お前ちょっと来

い。なんだこれは。女の子はスカートをまくられてもキャーなんて言わないぞ。まくって来い。」

みたいなことを話されたわけです。要するにリアリティがない。女性観にリアリティがない、と

いうわけです。この逸話をある担当編集者から聞きました。野部利雄さんが実際に少年サンデー

に連載していた時に、その連載漫画の中で男の子が試合に負けてふてくされて、背の高い女の子

が慰めようとして近づいて来ました。男の子は背が低い。柔道をやっていたのかな。それでその

女の子が慰めようとするけれど、お前に俺の気持ちが分かってたまるかと言って、その男の子は

スカートをめくるわけです。そしたら、その女の子はキャーとも何とも言わずに、そんなことを

するあなたって、という目で見つめています。リアルだ。しかし、読んでいて私は何も面白くな

い。別に、そうかも知れないけど、それを描いて何があるの、と思うわけです。最近、永井豪先

生の『キューティーハニー』とかがリメイクされます。しかし、永井豪先生が考えたキューティー

ハニーが何回もリメイクされますが、その中には「キャー」というキューティーハニーがいない

わけです。しかし最初のアニメと永井豪先生の原作になった漫画だけは、ハニーフラッシュの裸

になった時にハニーが恥ずかしがります。僕は実はここがポイントだと思っています。それは男

性が求める一つの女性の姿なわけです。

ということで、男性の中にも女性がいるし、女性の中にも男性がいると思います。新人の頃に

ある女性に「あなたの描く女性は、女性らしくない。本当はこうじゃない」と、さっきの野部利

雄みたいなことを言われました。それで、すごいショックを受けて、「本当の女性はこうじゃない

の ?」と。私は一人っ子で女性は母親しか知らないわけですが、それがモデルでは限界があるわ

けです。女性同士の会話もあまり聞いたことがないし、少年漫画からしか女性を勉強していない

わけです。その少年漫画に描かれている女性なんて全部うそです。ところが 90 年代になってど

うなったかというと、男性が描く女性漫画はうそばかりです。こんな女性は実際にはいない。お

前の妄想だろう、お前の頭の中でこういう女の子がいればいいというのを描いているに過ぎない

だろう、というのがでてきましたが、それがバカ売れしています。つまり商品としては、それで

もいいわけです。というか、むしろリアルを描いてつまらないものを描くくらいなら、みんなが

お金を出してでも欲しがるような女の子を描けるのは、むしろ女性ではなくて男性かもしれない。

男の子がお金を出して、こんな女の子を見たいと言って買うような女の子が出ている本は、女性

が描いた女の子なのか、男性が描いた女の子なのかというと、男性が描いた女の子かもしれない。

逆に、『俺物語 !!』というものがあります。集英社の女性が描いている、ブオトコの男の子が主
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人公の漫画です。今までの少女漫画とは全く違い、ブオトコが主人公です。彼は、女の子から振

られてばかりいますが、本当に大切な女の子からは好かれる。しかし、こんなにいい男はいない

と、漫画の帯を見ると全国の書店の女性が勧めている。こんなに男前の子はいない、ブオトコだ

けど、と。そういう話が今話題になっていると聞いて、読んでみました。そうすると、そのブオ

トコは筋肉隆々で力が強くて、親友はイケメン。だけども、そのブオトコは非常に誠意があって、

女の子に対してすごく気持ちいい。真正面から来ているという感じで、読んでいて気持ちがいい

わけです。その子にもてるとこっちも気持ちがいいわけです。でも、それを読んでいて思ったのは、

やっぱりブオトコだからといって、男性をちゃんと描いているかというとそうではない。筋肉が

ついて、ケンカが強くて背が高いやつは、必ず男性社会のヒエラルキーの上の方にいるわけです。

たとえそいつが女の子にもてなくても、そんなことは関係なく、そいつはヒエラルキーの上のほ

うにいるわけです。絶対そいつは悩まないです。ところがこの漫画では、男性社会のヒエラルキー

の上の方にいる男が、俺は何でもてないのだろうとイケメンの親友にへりくだっているわけで

す。こんな構図は現実の男性社会ではありえません。だけどその漫画の中ではありだし、リアリ

ティがある、ということはその描いている「女性漫画家の中の男」です。その中の妄想男を、私は、

こいつもいいやつだな、あなたの妄想男はいいね、と言ってることになるわけです。

異性装とパロディ。私たちは頭の中で作品を作るときに、現実の女性を見ながら、そのままを

描くのではなくて、そのリアリティのかけらを、いろんなエピソードや仕草に散りばめながら、

自分の妄想の中でこうあって欲しいというものを描いています。それが商品なんです。作品であ

り商品であり、これが売れると私は食べていけるという内容のものを描いています。求められて

いるニーズのあるものを描かなくてはいけない。今はそういうものが求められているということ

です。

問題は、今パロディをやっている私たちです。私は 50 を超えましたが、パロディどころじゃな

いです。私たちがパロディをやっていると、私たちの作品を見て育っていく子たち、つまり私た

ちに影響を受けて育っていく子たちはパロディのパロディになっていく。パロディが存在するた

めには、基がなくては駄目です。わたし的にはパロディ漫画を描くのは結構楽です。楽しいし楽

ですが、パロディされる漫画を描くには、才能も必要なのかもしれないし、努力も必要なのかも

しれない。すべてに手を出すのではなくて、切り捨てていかなければならない、そういう自己確

立をしていかなくてはいけないという部分があって、それは非常に難しいなと感じています。

先ほども性規範というお話がありましたが、男性の中に女性があって、女性の中に男性がある。

そして自分は自分のキャラクターを演じていますよね。自分は男で、人に対するときも自分をキャ

ラクターとして演じている。もし私が女性の服を着たら女性を演じないといけないけれども、そ

うなったときに私の中の女性はどのようなキャラクターなのか、私は分からないのですが、そっ

ちの方が自分は好きかもしれない。漫画家いがらしゆみこ先生の息子さんに会って、そういうふ

うに感じたこともありました（編集注 : いがらしゆみこの息子は「男の娘」である、いがらし奈波）。

そのような想像と演じる自分。ここに集まった方々がそういうものを勉強することによって、新

しい次の時代の文化を探っていくんだろうね。私たちの年代としては、探るのは君たち若い人に

任せて、がしっと立っていかなくてはならないと、さっきの話を聞いていて感じました。これで

終わりたいと思います。ありがとうございました。
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全 体 討 論

総　括

押野武志（北海道大学）

討論司会の押野と言います。宜しくお願いします。討論に先立ちまして、このシンポジウムの

テーマであります「異性装とパロディ」の趣旨について簡単にお話したいと思います。

女装や男装といった異性装は、特殊な趣味のように感じられるかもしれませんが、歴史を紐解

けば、日本の異性装は神話のヤマトタケルの女装まで辿ることが出来るほど古い歴史があります。

古代中世の呪術的、宗教的な儀礼としての異性装や、近世の歌舞伎における異性装など近代以前

から異性装文化は日本に根付いていましたし、異性装に関しては比較的寛容な社会でありました。

日本における異性装、特に女装の歴史についてはコメンテーターの三橋さんの『女装と日本人』

の中に非常に詳しく書かれておりますので、興味がある方はぜひ読んでください。また、今日の

漫画やアニメ、小説といったフィクションの世界では異性装の登場人物がたくさん出てきます

し、ファッションにおいては自己表現としての異性装をする人もたくさん出てきます。日本の文化、

特にサブカルチャーの中で異性装がどの様な性意識の下で成立し表現され、そして受容されてい

るのか。また、海外からはそのような日本の文化がどの様に捉えられているのかを問いかけるの

が、このシンポジウムのテーマであります。そうした異性装表現の現在を考える上で、パロディ

という概念は参考になるのではないでしょうか。もちろん、パロディと言ってもその意味や用法

は多義的でありますが、基本になるのは引用という方法だろうと思うのです。異性装というのは、

そのジャンルや時代における男らしさや女らしさといった性規範を、ときには作品に、あるいは

身体に引用する行為とみなすことができます。従来の性規範を意図的、あるいは無意識的にずら

しながら引用するのもパロディでありますし、あるいは徹底的に過剰に引用することで可能なパ

ロディもありえます。いわゆる男らしさであるとか、女らしさといったものから距離をとるのか、

あるいはそういった「らしさ」に同一化するのか。性規範との、いわば差異化と同一化といった

駆け引きにおいて多種多様な異性装表現が可能になるのではないかと考えられます。

さて、デボラ・シャムーンさんのベルサイユのばらを取り上げた発表では、両性具有的な男装

の麗人と、男同士の性愛関係を好む女性のアイデンティティ、あるいはセクシュアリティが問題

になりました。これは、少女という成熟を忌避したいという感性とつながってくると思います。

70 年代の少女マンガ黄金期というのは、キティちゃんをはじめとするキャラクターグッズやファ

ンシーグッズといった、いわゆるかわいい文化が流行した時期でもあります。中性的なものへの

嗜好性の中には男女分化以前の未性的なものへの嗜好性も含まれているという可能性もございま
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す。シャロン・キンセラさんの発表は、主に 2000 年代以降の若者の女装というファッションを取

り上げ、装う主体の側の、例えばパロディ意識であったり、セクシュアリティ、あるいはそこで

演じられる性差の政治学、ジェンダーポリティクスの問題であるとか、時代背景としての格差社

会の問題といったことを取り上げておられました。デボラ・シャムーンさんの発表とを対比させ

ながら男装と女装との違い、あるいは 70 年代と現代の異性装に対する時代状況の違いなど、議論

できれば面白いのではないかと思っております。

最後に、島本和彦さんの発表は少年マンガにおける、男らしさのコードはどういうふうに変化

していったのか、あるいは、男性読者が期待する女性イメージと、女性漫画家が描く醜男像など

を比較しながら、男女の、いわば異性に対するある種ステレオタイプ的な妄想のパターンを具体

的な例を挙げて示していただけたと思います。性役割分担や、性規範が、漫画というジャンルに

おいて、いわばネタとして消費されている実態や、面白い例を挙げてもらえたかと思います。こ

の様な、3 人が発表した異性装の在り方を参照しながら、パロディとしての異性装表現が現実的な

性役割分担や性差別からどこまで自由になれるのか、あるいは困難なのか。そのような問いをめ

ぐりながら、討議の最後に持続可能な性の多様性や、平等性の実現について何らかの提言が出来

ればと思っております。それでは引き続きまして、三橋さんにコメントをいただきたいと思います。

宜しくお願いいたします。

コメント

三橋順子（性社会・文化史研究家）

三橋です。よろしくお願い致します。まず、海外の研究者でありながら、日本の、けっしてメ

ジャーではない異性装という文化に関心を持ち、ご報告くださいましたお二方、シャロンさんと

デボラさんに日本の異性装者の一人として、また研究者として感謝と敬意を申し上げます。あり

がとうございました。

細かい問題点を指摘している時間が与えられておりませんので、ごく全体的なお話をいたしま

す。ただ一点だけ訂正しておきます。いま画像を出しておりますのは、シャロンさんのお話に出

てきました「東京化粧男子宣言」です。島本さんのお話に出てきました漫画家のいがらしゆみこ

さんの息子さんがＭＣをやっていて、その関係でお母さんのいがらしさんがポスターを描いてい

ます。右側がそのポスターです。中央が第１回の優勝者の方です。それから左側が第２回の準グ

ランプリの方です。いずれも東京の一流大学の在籍者で、東京化粧男子宣言の出場者が社会的に

必ずしも恵まれていない男性であるという認識は、審査員の一人として訂正しておきたいと思い

ます。

さて、少なくとも二千年の歴史を持つ日本の異性装文化は、1990 年代に入ると欧米のムーブメ

ントを受けてより活性化し、社会的な認知も広まる方向にありました。ところが、1990 年代後

半に性同一性障害という概念が一部の医学者によって導入され、性を越えて生きる人達は性同一

性障害、Gender… Identity…Disorder、ＧＩＤという精神疾患として治療の対象になってしまいま



応用倫理―理論と実践の架橋　vol. 6  別冊

20

す。その際、ＧＩＤと対置されたのは Transvestism、服装倒錯症というやはり精神疾患の概念

で、日本の異性装者は、医師によってＧＩＤとトランスベスタイトに二分化されることになりま

した。こうした異性装者を病理化するＧＩＤ概念がマスメディアによって広く流布されたことに

より、日本の異性装者、特に伝統的な女装世界は大きな影響を受け衰退し、社会的な抑圧が再び

強まってしまいました。先ほどご紹介いただいた『女装と日本人』という本を私が書きましたのは、

そうした状況下にあって日本の女装文化の遺言を残さなければならないと考えたからです。とこ

ろが、ちょうど本が出版された 2008 年頃から社会的状況に変化が表れてきます。ＧＩＤ報道に飽

きたマスメディアが再び異性装文化に目を向け始めたのです。具体的には、はるな愛さんの大ブ

レイクとか、いわゆる「男の娘（おとこのこ）」と言われる人たちのクローズアップです。シャロ

ンさんのご報告は、そうした日本の異性装文化の近年の流れの中で考えると、よりいっそう展開

が明確になると思います。

以下の三つの点を指摘しておきたいと思います。第一に、日本の異性装文化と社会の関係は、

マスメディアによって大きく左右されているということです。つまり、異性装世界の現実を反映

しながらも、実際とは異なるイメージ作りがマスメディアによって行われているのです。今日、

この会場に何人かの異性装の方がいらっしゃっていますが、日本の異性装者の営為はメディアが

作りだすイメージとは別の次元で、まさに日々、形作られていることを忘れてはいけないと思い

ます。

第二の視点は、今日、デボラさんが男装についてお話をくださり、あるいは島本さんがアニメ

のお話をしてくださいましたが、三次元作品である異性装文化と、二次元文化であるアニメーショ

ンとの密接な関係です。日本のアニメーションの元祖である手塚治虫の「リボンの騎士」以来、

アニメと異性装文化とは切っても切れない関係にあります。先ほど触れました「男の娘」は、ま

さに 2000 年代になって、二次元アニメキャラクターの現実化、三次元化として登場した新しい女

装文化です。それは、ネーミングや女性との関係性、つまり女性が男の子を女装させていくとい

う形態など新しい要素を持ちながらも、一方で日本の女装文化の歴史に連なるものであり、21 世

紀になっても女装文化の伝統が脈々と生きていることを思わせるものです。どれほど病理化の圧

力があっても、日本の女装文化は、世代を超えて継承されていることを示すものです。

アニメにおける男装者は、女装に比べて実体化が遅れています。日本のマスメディアに、男装

者がタレントさんとして出てくることがほとんどありません。その原因としては、日本における

女性の服装文化は非常に幅広く、どんな格好をしても女性のファッションの一形態として捉えら

れてしまうという「男装の困難」という側面があると思います。さらにマスメディアでは男性視

線が強く、男性の性的対象にならないと思われる男装者が排除されてしまうということもありま

す。メディアの視点、男装者を取り上げることが少ないということが男装者の社会的活動、認知

を送らせていると思います。ただ、ごく最近、男装女子の活動を紹介する報道も少しですが出て

きていますので、今後状況に変化があるかもしれません。

いずれにしましても、現代日本の異性装文化の背景には、日本の異性装文化の長い伝統、換言

すれば、日本人の異性装への強い好みがあるわけです。そうした背景を踏まえて、異性装文化の

現実とメディアが作り出す報道とのズレを冷静に分析する研究が、今後望まれるのではないかと

思います。
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第三の点ですが、今日のシンポジウムにおいて、二人の海外の研究者が報告してくださったこ

とからも分かるように、こうした日本の異性装文化が現在、世界でとても注目されているという

ことです。ところが、日本の異性装文化が海外で注目されていることを残念ながら日本人があま

り知りません。そのことに日本人がもっと自覚的になるべきだと思います。2009 年 12 月にＮＨＫ

国際放送がニュース番組で日本の女装文化を取り上げたいと言ってきた時、私はたいへん驚きま

した。しかし、ディレクター氏によれば「海外ではとても注目されているんです」ということで、

番組作りに協力しました。それが 2010 年 2 月 3 日に放送された「Boys… Will… Be… Boys ？―男の

子は男の子になるのでしょうか」という題の 5 分ほどの番組でした。こうした形で日本の異性装

文化が世界で注目されていることは、日本の異性装者の一人としてたいへん嬉しく、かつ誇りに

思うわけですが、今日のシンポジウムがそういう流れをさらに加速されることを願ってやみません。

ということで、その番組のＤＶＤをお見せしたいと思います。

＜ＤＶＤ映像＞　

ご覧になってお分かりのように、メインは早稲田大学の男子学生さんが卒業記念に女装スタジ

オで女装写真を撮るという内容です。彼、素顔をテレビに出してしまっています。彼は地方公務

員に就職が決まっているというので、私が「大丈夫なの？」と聞いたところ、「面接の時に女装趣

味があることは言っているので問題ありません」という返事でした。これが 2010 年代の女装感覚

なのです。それから、この番組について、私、ＮＨＫにひとつ強く抗議しました。なんで私の通

訳が男性の声なんだ！と。このあたりはＮＨＫの認識もまだまだです。ちょうど持ち時間になり

ましたので、ここまでに致します。

質疑応答

押野　どうもありがとうございました。

それでは、島本さんに私がちょっとお聞きしたいのは、三橋さんとも関わると思うのですが、

男性が抱く女性らしさ、あるいは逆のパターンでもいいのですが、それがある種作られたも

のでありながら、逆に女らしさとして喚起されるという問題です。例えば歌舞伎の女形と言

われている人達の方が、女性より女性らしく感じられる。もちろん、これは作られた、構築

された女性という記号なのですが、逆の場合で言うと、宝塚の男役にはまる女性ですね。あ

る種フィクションとしての女性性であるとか、男性性を受け入れられるというのは、たぶん

文化としては成熟しているんじゃないかという問題と、一方でシャロン・キンセラさんが問

題にするように、異性愛体制みたいなものを逆に強化してしまう。女らしさ、男らしさの性

規範を無自覚に再強化してしまう。こういったことを文化としてみるのか、あるいは政治的

な文脈でとらえるのかというところで微妙な問題をはらんでいるかと思うのですが、そのへ

んどうでしょうか。コメントがありましたら。

島本　落としどころをどこにするかちょっと難しい質問ですね。

女性に対してあなたは女らしいかどうか、男に対してあなたは男らしいかどうか。結局、

分からないですね。漫画家が読者に向かって漫画を描くみたいに、男らしさを何のために見
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せるかというと、女性の前でそれを見せたいじゃないですか。相手ありきのものかなと思う

わけですよ。だから、何も目的が無いのに男らしくしろと言われても「いいじゃないべつに」、

俺は俺でいいじゃないと思うけども、自分がこの人の前で男らしく見せたいなと思う時は、

自分で男らしさの概念を作りながら演じるという形があると思うんです。だから、女形の方

が男性なのに女性を演じるというように、女性も女性を演じる瞬間があって然るべきだと思

う。そうなると結局男性が演じるのか、女性が演じるかでは、女性の方が有利かもしれない、

本気でやったら女性だよね、みたいなところもある。ただ、受け手として男は男が求めてい

るものがよく分かるので、男性に対してほらこういうふうにやったらいいでしょ、みたいな

ことは分かってるかもしれない。

押野　三橋さん、どうですか。何かコメントございますか。

三橋　島本さんのお話を聞いて、漫画、絵を描かれる方はやっぱりよく見ているなぁと思いました。

女装者は、江戸時代中期の歌舞伎の女形以来、現代の私たちに至るまで、身体表現を女らし

くするコツがいくつかあって、そのひとつが、上半身の動きとして脇を締めるということな

のです。そこらへん、実によく観察されていて、さすがだなと思いました。今「女性を演じ

る」と、おっしゃいましたが、私は、Doing…Gender という概念を使います。Doing… female…

gender、「女をする」、Doing…male… gender、「男をする」ということです。「男をする」か、

「女をする」かは、その人の自由であって、男が女をしたから、それが性別二元制や、異性愛

規範の強化になるなんていうのは、多数派である女性の、とりわけフェミニストの、マイノ

リティである異性装者に対する抑圧だとしか私には思えません。現実に世の中で女らしさを

演じているのは、異性装者よりも女性の方が圧倒的に多いのに、なぜ女装者の女らしい振る

舞いを問題視するのでしょうか。異性装は、今日のお話にありますように、ある種のパロディ

であって、女装の場合、どれほどテクニカルにやっても、本物の女性が本気になったらかな

いません。それとどんなに上手に装ってもやはり本物の女性とはどこかずれてきます。その

ずれにフェイクとしての面白みがある。やはりある種のパロディ、模倣の文化としてみるべ

きだと思います。

押野　ありがとうございます。会場の方からたくさん質問があるので、菅野さん、宜しくお願い

します。

菅野　発表の順番に、シャムーンさん、キンセラさん、島本さん、三橋さん、という順序でお答

え願いたいと思います。

まず初めに、シャムーンさんへの質問を二ついただいております。まず一つ目から行きま

す。男と女の関係は現実的に過ぎる故に、男と男との愛のみの関係を描くものとして漫画が

成長してきた、とおっしゃっていました。ではどうして女と女の関係性のままそうならなかっ

たのか。ご自身の研究上どのようにこのことをお考えになるでしょうか。ぜひ教えてください。

シャムーン　少女漫画の歴史では、S 関係が 1950 年代までずっと続いていました。けれども S 関

係とは、女学校の文化だったのです。1950 年以降、女学校の数がだんだん少なくなりました。

それから普通教育が行われて高校教育が行われるようになりました。男女共学になってしまっ

たのです。さらに時代が変わって、女の子と男の子がティーンエイジャーの頃からデートを

する時代になりました。1920 年代、30 年代にはそれは許されていませんでした。異性愛が許
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されない時代で、だから S 関係になったのです。そして異性愛の関係が、少女漫画で描かれ

るようになったのは後のことになります。というのも女の子が現代的な物語を求めるように

なってきたからです。だから自分達の現実世界に関係あるものを漫画の中にも見たいという

ことで、女の子と男の子がデートしている漫画が現れるようになりました。S 関係は、そうし

て古いファッション、昔の流行だと見なされるようになりました。それは少女文化だったの

ですが、それはまた上流社会のものであって、排他的なものでもありました。そして、皆の

手に入るものではなかったのです。しかし、S 関係が皆に魅力的に思われるかというと、そう

ではありませんでした。その後、「ボーイズラブ」、あるいはＢＬが導入されました。この物

語の中で、女の子の間での恋愛関係物語が姿を消すことになりました。私達が現代ではレズ

ビアンと考えるような関係を描いた物語が、大正ロマンとか、レトロ的な物語として、また

最近人気を盛り返してきました。そしてその時代のもの、たとえば S 関係を振り返ってみる

ようになりました。また、作家の中にはその時代のものを振り返って、それを真似している

人もいます。これが現代にも引き続いているということができると思います。

菅野　もう一つシャムーンさんに質問させていただきます。ご発表の最後の方だと思いますが、

オスカルとアンドレのベッドシーンが当時の中高生にとって理想形とされたと言われました

が、それは具体的にはどんなところがポイントだったのでしょうか。それは何か小道具とか、

関係性だとか、時代背景、何かビジュアル的なものなのか、ナラティブなものなのか。なぜ

あれが理想的だったのかを教えてください、という質問です。

シャムーン　発表の中でも申し上げましたが、理由の一つは、オスカルとアンドレがお互いに対

等の関係を築いていたことです。物語の最初の方で、オスカルは他の男性と関係を持ちます

が、それはうまくいきません。愛情を持ちますがうまくいきません。オスカルは他の男性が

性的に認める女性としては描かれていませんし、男性の服を着てコントロールされた女性で

す。しかしアンドレに対しては、自分との関係性を求めることができます。何故かと言うと、

アンドレはオスカルを変えようとしないからです。何故それが素晴らしいかは、理解できる

と思います。それを発表ではお話しする暇が無かったのですが、アンドレはただ女性的なキャ

ラクターであるだけではなく、自分の感情について正直に発言するキャラクターです。彼は、

はっきりと「愛している」とオスカルに伝えるのです。宝塚バージョンでは、そのようなア

ンドレのキャラクターが強調されています。宝塚ではもちろんベッドシーンは出来ません

が、オスカルとアンドレはデュエットを歌います。その歌の中で「愛している」と歌うのです。

お互いに何度も何度も、愛の大切さを繰り返し歌います。日本の男性はもしこの感情を感じ

ていたとしても女性に「愛している」と実際に言うことは少ないと思います。女性は、本当

はその言葉を聞きたいのです。ですからそのベッドシーンが女性にとって理想的だったと言

えると思います。

菅野　キンセラさんに質問が来ています。まず、異性装は現実の男女を結び付けるでしょうか、

という質問です。男性がつくり、男性が消費し、男性が異性装をし、さらにそれを男性が見

るという女性キャラクター、あるいは女性像は、つくづく男性の自給自足で、現実の女性と

は結びつきようがない（それこそ私が女装しない限り）。そういう閉じたコミュニティのよう

に思うのですが、キンセラさん、どう思われますか。
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キンセラ　答えはありません。異性装は、男性が男性のファンタジーに訴える、そして男性の世

界に没頭してしまうということで女性との出会いが無くなるということですが、そのような

ところには女性としては機会が無いのです。

三橋　今のご質問に代わりに答えます。それは全く古い形のクロスドレッシング、トランスベス

ティズムの発想です。キンセラさんが今日お話くださった現代の新しい形の女装文化では、

男女の関係性がまったく違うのです。いま急いで映しました右側が、東京化粧男子宣言のポ

スターです。ご覧になって分かるように、女性が男性に化粧をしている絵です。東京化粧男

子宣言のコンセプトは、男女ペアの競技・コンテストで、女性がメイクアップとコーディネ

イトを担当し、それはモデルと同等の評価をされます。左の写真は、私が偶然、東京の銀座

で撮影したものですが、左側の白い着物の方が女性です。右側の振袖の娘さんに見えるのが

男性です。左側の女性が自分の振袖一式を彼氏に着せたという状況です。この女装も男女の

共同作業です。現状の日本の女装文化は女性との関係性で成り立っている形態が主流になっ

ていて、むしろ女装しない男性が疎外される傾向がだんだん強まっていることを、指摘して

おきます。

菅野　ありがとうございました。もう一点、キンセラさんに質問が来ています。ヨーロッパ中世

で経済的不安定の中、異性装をしたというふうに言っていましたが、具体的にはどういう状

況だったのでしょうか。

キンセラ　具体的にどういう状況だったのかを言うことはできません。私はヨーロッパの中世の

時代の専門家ではありませんが、専門家であるガーバーによると、異性装を行なったのは、

非常に固定された階級にいる人々でした。例えば、農家、あるいはその家系に生まれた場合は、

そこに定住しなくてはならないような階級です。そしてシェークスピアの時代から少しずつ

シフトが起きてきて、ビジネスが生まれ、そして家系の存続というものにフレキシビリティ

が生じてきました。その結果、そのような階級の人々は異性装によって、固定された状況の

中から自分を少し別の位置に置き換える、あるいはその階級の中で自分の立ち位置を少し変

えることをしたのです。

菅野　島本さんはベレー帽をお召しですが、手塚治虫さんの影響でしょうか。（良くお似合いです。）

島本　私はハンチング帽が好きだったのですが、うちの奥さんが「ハンチング帽は似合わないか

らやめろ」というので、だったらどうしよう、ということで結婚記念日の時に何か帽子を選

んでくれと言って帽子屋さんに行ったのですが、その時私がベレー帽を一回かぶりたいと思っ

てかぶってみたんです。そしたら帽子屋のおばさんが笑ったんです。「なんで笑ったんですか」

と言ったら、「漫画家みたいだったので」と言うので、「じゃ、これください」と言って、そ

れでこれにすることに。ちなみこれはファンからもらったもので、手塚治虫バージョンらし

いです。本物のやつを買って来てくれて、それをいただきました。以上です。

菅野　次の質問です。島本先生が言うように、私は男性が考える、男性に受けの良い女性が出て

いる本ばかり読んで、現実の女性にもてません。島本先生なら、こんなキャラクターが漫画

に出て来た際に、主人公にどういうセリフを言わせて、キャラクターを励ますでしょうか。

島本　それは、おかしい。だって、現実にいない女の子の漫画ばかり読むのと、現実の女の子に

もてないのは別のことだよ。現実の女の子にもてないのは君のせいだよ。だから、なんの本
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を読んでもいいけど、君はちゃんとやりなさい。以上。君がもてる男になればいいだけです。

菅野　ありがとうございます。最後に、三橋さんに。2005 年あたりから「両声類」というカテゴ

リーが登場しました。これはニコニコ動画などで男性が女性の声で歌う、または女性が男性

の声で歌う、2 つのパターンがあります。私もその一人です。この両声類については、どう分

析されますか。三橋さん、お願い致します。

三橋　確かに両声類は新しい言葉で、2005 年くらいから出てきた言葉だと思います。たしかに新

しいネーミングで、その背景にはカラオケにボイスチェンジャーが付いているのが当たり前

になったことも、影響しているような気がします。ただ、女装コミュニティにはもともと 2

つの流儀がありました。カラオケなどで歌を唄う時に、高い女性のキーで歌うか、それとも

男女の中間声域で歌うかです。さすがにまったくの男の声だとお客さんが引いちゃいますの

で。ファルセットで高い声域をきれいに唄える女装者も少ないですが昔からいました。ただし、

裏声で無理に高いキーで唄うのは、けっこう聞き苦しいもので、お客の男性にとって魅力的

かと言うと、そうではありません。女性としては低い声で、デュエットすると同じキーになっ

ちゃうけども、私もそうでしたが、艶のある男女の中間声域の方が魅力的だというお客さん

も多いのです。そこらへんはやはり日本人の感性の一つなのかなと思います。歌舞伎の女形

の方にも、男声でも女声でもない、ある種独特の発声があるわけです。私は文化史の人間な

ので、音声学の方だとまた違う話になるかもしれませんが、このくらいで勘弁してください。

菅野　ありがとうございました。それでは駆け足ですが、全体のまとめに入って行きたいと思い

ます。まず、今日お越しいただいた講師 3 名から今日のシンポジウムを振り返って、本日会

場に足を運んでくださった皆様に非常に短いですが、一人 1 分でメッセージをお願い致します。

シャムーンさんから宜しくお願いします。

シャムーン　異性装は一つだけではなくて、女性が男装するということや、男性が女装をすると

いうことは、それぞれ違う異性装だということです。異性装の文脈もそれぞれ違っています。

少女の世界の中では、少女漫画、あるいはベルばら、それから宝塚でも同じように、少女が

男装することなどもあります。今日の話の中では、異性装は女性性を盛り込んでいく。そし

て社会的な動向、マイノリティなコミュニティも網羅していくというものでした。そして、

ジェンダー研究によりますと、この様なコンテクストの中では、異性装にはいろいろな意味

があり、一つだけに限らないということです。

菅野　ありがとうございました。次に、キンセラさん、1 分ほどでメッセージをお願い致します。

キンセラ　シャムーン先生がおっしゃったように、非常に複雑だと思います。ジェンダーパロディ

や異性装を一つにまとめるのは難しいと思います。私のメッセージは、少女少年、女性男性、

男装女性、女装男性、異性装パロディ、こういった文化には、自己のパロディを楽しむとい

うこともあると思います。こういったことは世界をより複雑にしますが、複雑さは必ずしも

問題ではないと思います。この多様性というものを認識していく。これは友達を作ることに

なり、そしてその友達を維持し、社会の将来を作っていく上ですべてのものが、それを土台

にしていくことになると思います。

菅野　島本さん、お願い致します。

島本　今日はお疲れ様でした。さっきの質問は、要するに「自分はこういう女の子が好きなんだ
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けど、そういう女の子が現実にいないからどうするか」ということだよね。それは、まず相

手をたんに女の子という物体だと思わないで、同じ人間だから自分にも文句付けて来るし、

そういった中で自分がいかに成長していくか、変わっていくか。変化していかなきゃ面白く

ないので、生きているうちに自分はドンドン変化しながら成長していく。そういうふうに考

えたらいいと思います。さっきも男だけの文化で全部閉じている、という話があったけども、

実際は女の子が男の子に化粧すると。なるほどな、と思いました。自分のわからないところで、

現実はそうではないんだけど、自分の頭の中で決めちゃっていることとか、思い込んでいる

ことがあるか。そういうのをどんどん砕いていくべきだと思いました。以上です。

菅野　ありがとうございました。すみません、講師 3 名と申しましたが、4 名です。三橋さんから

もメッセージをいただければと思います。では三橋さん、お願い致します。

三橋　先ほども申しましたが、どういうジェンダーをするかは自由であり、自分が決めることで

す。女の子が女の子ジェンダーを過剰にするのも、女の子ジェンダーをしないのも、男の子

が男の子ジェンダーを過剰にするのも、しないのも、あるいは女の子が男の子ジェンダーを

するのも、男の子が女の子ジェンダーをするのも、それは自由であり、自己表現だと思います。

自分のありたい私、なりたい私の表現をすればいいのです。ということで、札幌の街に異性

装者がますます増えることを願っております。今日はありがとうございました。

菅野　ありがとうございました。ではファシリテーターの押野さんからまとめをお願い致します。

押野　まとめるのは、非常につらいのですが、準備した提言を読ませていただきます。

携帯であるとか、インターネットといった新しいメディア、テクノロジーの登場で、いわ

ゆる社会的な身体はどんどん広がってきていると思います。あるいは、性差を越えたサイボー

グ化ということが色々言われていると思うんです。バーチャルな世界がどんどん広がってく

る。しかし一方で、皮膚で覆われた肉体という問題が最後に残るのではないかと思うんです。

むしろこういう社会的な身体がどんどん拡張され、代用されている時に、残るこの身体、こ

の肉体をどう考えるか。確かに様々な価値観が登場し多様な選択肢がどんどん出てきた。そ

れ自体は非常にいいことだと思うのです。ただ問題は、そういう多様性の中から選べるのは

ただひとつだけだということですね。私はそこが出発点になるような気がするんです。つま

り異性装の問題というのは、「今日は男性で行こう」とか、「明日は女性で行こう」とか、そ

う簡単に変えられないということが、根底にあるだろうと思います。また先ほど議論になり

ましたように、ある種の異性装が歴史的に形成されたフィクションで、幻想であるというこ

とが、まず前提となるわけなのですが、しかしそういった幻想とかフィクションがないと生

きられないというのが人間なんです。そのような我々の実存的な身体という限界性をまず考

えた上で、異性装への想像力といったことを考える。皆さんが、それぞれ自分の実存的な身

体とは異質な身体を想像してみる。多様だが、変えることが困難なジェンダー、あるいはセ

クシュアリティを人が抱えていることを、まず認識し、それを尊重すること。そういったこ

とから、いろんな意味でのいわゆる他者、異質な者に対する寛容さが可能になるのではない

かと思っております。以上で私のコメントを終わらせていただきます。
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閉会の辞

新田孝彦（北海道大学理事・副学長）

私は現在、本学で男女共同参画事業の担当理事を務めておりまして、また以前には、ジェンダー

教育を推進するための仕組み作りにも携わってきましたので、その関係でこうしてご挨拶を申し

上げる次第であります。

今日では広く知られているところだと思いますが、わが国においては、企業や公官庁と同様に、

大学においても女性教員の比率はきわめて低いままにとどまっています。これが、本学が特に男

女共同参画という観点で取り組まなければならない一番大きな課題だと認識しております。女子

学生や大学院生の割合からすると、この教員比率の低さは際立っておりまして、そこにきわめて

大きな障壁があることを示しています。なぜそのような障壁が存在するのか、その要因はいくつ

もあげられると思いますが、要は、社会のあり方について構想し、その構想に従って従来の慣習

や慣行を代える勇気を持つかどうかというところに行き着くのではないかと、私は考えています。

社会の慣習・慣行は、倫理といっても同じですが、まさに慣習であるがゆえに、われわれ自身

の意識を内側から、しかも規定されているという自覚なしに規定しているという事情があります。

したがって、この慣習に規定された倫理意識を変えるためには、自覚的な変革の意志が必要とな

ります。

私はここで、哲学者のポパーという人が知的な職業に携わる専門職の倫理について語ったこと

を思い出します。知識人が、真理を所有し、権威をもった「賢者」として振る舞う倫理から、個

人としては不確実な知識を持ちうるだけで、それゆえ知的誠実さをもって真理を探究する「知を

愛する者」として振る舞う倫理へと転換するためには、われわれは第一に、すべての誤りを避け

ることはできないということを自覚することが必要であり、そしてまた、個人としては誤りを避

けることができないがゆえに、真理に接近するためには他者との合理的な討論が不可欠なのだと

ポパーは語っていました。

もしこれに付け加えることがあるとするならば、われわれに誤りを避けることができないとい

うことを自覚させる契機になるのは、つねに何らかの外部からの衝撃だということです。男女共

同参画社会の実現を目指す倫理の構築という問題に関しても同じことが言えると思います。私は、

本日の「異性装」というテーマも、服装をとおして、われわれの社会のあり方に反省を迫る契機

であるという観点から、皆様のお話を興味深く伺っておりました。

しかしながら、こうしたいわゆるサブカルチャーをわれわれの社会を映し出す鏡とは理解せず、

たんなる変わった趣味として受け止める人々が大半であるのも事実だろうと思います。おそらく

そこに欠けているのは、男女共同参画社会に対する構想力と、その構想を実現するまでの間に予

想されるさまざまなトラブルに対する危惧の念であり、この事態を一言であらわすならば「怠惰

な精神」と言えるのではないかと思います。もちろん私は、自分自身を含めてこのように申し上

げているのではあります。

この障壁を突き崩すためには、依然として長い道のりを覚悟しなければなりません。本学が実

施しておりますジェンダー教育は、量的には必ずしも十分なものではありませんが、よりよい社
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会を構想し、その実現に向かって歩む人々を育てるという目的に向けて着実に進化させたいと考

えています。

本日は、多彩なゲストスピーカーをお迎えし、充実したシンポジウムになりました。パネリス

トの方々に改めて感謝申し上げますと共に、聴衆の皆様にも活発な討論にご参加いただいたこと

に深くお礼を申し上げます。

今後とも、皆様のご協力をお願いし、閉会の言葉といたしたいと思います。本日はどうもあり

がとうございました。
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